
日本基督教団 八ヶ岳教会 主日礼拝  NO.1193   2021 年 10 月 10 日 

牧師  山本護      奏楽 山本恵美     第一部礼拝  司式  渡部敬子    9:30~10:30 

※讃美歌は二番までうたいます            第二部礼拝   司式  斉藤美沙子  11:00~12:00                                                            

前  奏 黙想 

讃 美 歌  23 くるあさごとに 

祈  禱 

信仰告白 使徒信条 566 

聖  書 ダニエル書 12:1~3 

       ルカによる福音書 10:17~20 

讃 美 歌 Ⅱ-1 こころを高くあげよう 

説  教『イエスの名に重ねて私たちの名も』 

祈  禱 

讃 美 歌  522 みちにゆきくれし 

献  金 

讃  詠  547 いまささぐるそなえものを 

黙  禱 

主の祈り  564 

讃  詠 546 聖なるかな、せいなるかな 

祝  禱   後  奏        

 イエスから仕事を託された 72 人の弟子が、「すべての町や村」に派遣された(ﾙｶ 10:1)。しばらくす

ると「72 人は喜んで帰って来て、こう言った。〔主よ、お名前を使うと、悪霊さえもわたしたちに屈

服します(10:17)〕」。イエスの名を使うだけで、水戸黄門の印籠みたいに悪霊がひれ伏すことに、弟子

たちは舞い上がった。人間の力を超えたやっかいな悪霊憑きにも、我が師の名の威力は絶大だから。 

 有頂天になっている弟子にイエスは言った。「悪霊があなたがたに服従するからといって、喜んでは

ならない(10:20)」。それでは、人は何によって喜ぶのか。「そのとき、イエスは聖霊によって喜びにあ

ふれた(10:21)」。喜びとは、聖霊に吹かれ、幼子のように感ずること(10:21)。知恵や賢さ(10:21)とい

う能力、実績や成果は関係ない。この心身そのままに、聖霊の風に吹かれることそれ自体が、喜び。 

 悪霊の屈服を自分の手柄のように思う者は、うまくいかない時も勘違いするだろう。さすがに悪霊

には効果がない、教会の教勢が伸びない、俺は弟子失格だ、とボヤく。ひどい場合には、神は俺を見

放している、悪いのは自分以外の他者、キリストの救いや十字架なんて嘘っぱちだ、と逆恨みする。

人間の喜びは、歎きとコインの表裏。有頂天と落胆は、同じ根から出て来る一つながりの感情だ。 

 有頂天になっている弟子たちにイエスは、「わたしは、サタンが稲妻のように天から落ちるのを見て

いた(10:18)」と言った。この印象的な幻は何の徴だろうか。イエスはサタンを退け(4:13)、そして勝

利している(10:18)。ゆえに弟子たちは、イエスの名で悪霊を屈服させることができた(10:17)。それを

彼らは、自分の信仰や熱心さだと思い違いした。イエスの名で悪霊を屈服させはしたが、その悪霊が

弟子たちに憑りついてしまった。私たちの熱烈な信仰と不可分な自負心に、悪霊はこっそり住まう。 

 有頂天で、喜び勇んで帰って来た 72 人の弟子(10:17)。「72」とは何の数だろうか。使徒の「12」

がイスラエル十二部族だとすれば、「72」とは福音が宣べ伝えられる「すべての町や村(10:1)」ではな

いか。今や福音は、全世界の「町や村」に宣べ伝えられ、八ヶ岳山麓にも幾つもの教会が建てられて

いる。だがそれだけでは不十分。キリスト者はすぐ有頂天になり、その自負心や自分頼みに、屈服さ

せたはずの悪霊がこっそり住まう。だから折々、私たちはイエスの御許に戻って自らを整える。世と

いう外側に向かって福音を伝え、キリストという存在の中心に戻って、瑞々しい命を恢復させる。 

 「悪霊が服従するからといって喜んではならない。むしろ、あなたがたの名が天に書き記されてい

ることを喜びなさい(10:20)」。私たちの名も、記されている。「サタンが稲妻のように天から落ちるの

を見ていた(10:18)」。サタン(死)に勝利したイエス、その御許に集められる者の名は天に記されている。 

 謎めいた表象で記されたダニエル書。「国が始まって以来、かつてなかったほどの苦難(ﾀﾞﾆｴﾙ 12:1)」

と神は告げ、「しかし、その時には救われるであろう。お前の民、あの書に記された人々は(12:1)」と

語った。救いとは「あの書」に名が記されること。イエスの名に重ねて私たちの名は、天に書き記さ

れている。私たちは「永遠の生命に入り(12:2)、「とこしえに星と輝く(12:3)」。これこそが真の喜び。 

天に名が記されている そこが私の本籍地 生まれる前から変わらない 死んでからも変わらない 

そんな根っこがあるゆえに ながい沈黙が狂った弦を調律する 調律された私は 自ずと響き出す 

10/11(月)1:30～分区婦人部大会(甲府市民会館)。10/16(土)1:30～3:00 メディカル・カフェ。 

牧師の動き:10/14 刑務所で個別教誨、10/14 刑務所会議室で山梨教誨師会(僧侶や神官も)の理事会。 

礼拝堂・集会所の住所：408-0012 山梨県北杜市高根町箕輪 2265-3   

連絡・問い合わせは牧師へ：408-0205 北杜市明野町浅尾新田 1324  TEL 0551-25-4008  

ﾒｰﾙ komechan.olive @ orange.zero.jp  HP は「日本基督教団八ヶ岳伝道所」で検索して下さい。 


